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（１） 木材の需給動向について 
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②関東森林管理局における国有林材の供給状況 

③各地域の木材需給動向について 
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（別紙） 

令和４年度 第１回 関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 

 

１ 開催日時・場所 

令和４年６月１５日（水）１０：００～１１：３０ 

  関東森林管理局 ５階中会議室及び各委員事務室等（書面及び WEB 会議) 

 

２ 議題 

  （１）各地域の木材需給動向 

  （２）その他 

 

３ 検討結果 

各地域の木材需給の動向や各員からの意見を総合的に勘案した結果、現時点では、新たな供給調整は

必要無いが、今後の供給については、事業を計画的に実施し予定量を確実に供給していくと共に、各地

の木材需給状況及び市況を注視し、大きな動きがあれば臨時の供給調整検討委員会の開催を含め対応

されたい。 

 

４ 概要（状況報告等） 

（１） 各地域の木材需給動向について 

○ 静岡県における杉原木については、現在の価格は少し下がりつつあるものの、他県より高い価格

を維持している。出材は順調で、販売量・在庫量ともに平年並みとなっている。 

 

○ 梅雨時期を迎える中であるが原木の引き合いは強い。合板工場への原木入荷量は増加傾向であ

り、工場の土場は満杯のため若干調整を行っている。原木価格は高止まりしている。合板製品の

在庫は低水準となっている。製材品価格は横ばいで、下落の気配は見られない。 

 

○ 原木の入荷は順調だが、製材工場側の手持ちが増えてきたこと、原木が傷みやすい時期に入っ

たことから買い控えが見られる。春からの新築需要の伸び悩みや針葉樹合板の供給不足などか

ら、住宅市場の先行きも不透明である。 

 

○ 原木は順調に入荷し、在庫量もやや多めになっており不足感はない。製材品加工についてはフ

ル生産が続いており、入出荷ともに順調に推移している。輸入材価格は高値を維持しており今後

の価格下落の可能性は少ない。国産材の集成材や KD 羽柄材等は価格を維持している。 

 

○ 原木の入荷が安定し、在庫が徐々に増えてきた工場が多い。価格は総じて高値が続いている。製

材品も高値が続いている。原材料等の価格が上昇しており、今後、製材品価格の更なる上昇もあり

得る。 

 

○ 木材市場における原木取扱量は昨年並みだが、大径材割合が徐々に増えつつある。原木価格は

年明け頃からやや下落傾向にある。今後もやや下がるものの、大きな下落はないと考える。 

 

○ 例年より原木の出荷量、在庫量ともに増えているが、カラマツ合板用などで品不足が続いてい

る。今後も活発な荷動きになると考えるが、原木価格は夏場の材質低下により値下がりすると思

われる。 

 

○ 地元の木材市場での販売量は前年同月比１１５％と入荷はまずまず。梅雨時期に入るので虫害

が心配である。 

 



○ 原木は前年対比で１１３％の販売実績である。虫害の時期に入ったことから入荷量の減少が予

想される。原木価格は下げ傾向が見られる。 

 

○ 原木について、製材用・合板用ともに在庫量はコロナ前の水準に達しつつある。製材用原木価

格は下落し始めているように見えるが、合板用原木価格は上昇を続けている。在庫量が高水準に

なったことから、原木価格の下落しやすい局面に入った可能性がある。 

 

○ 製材品価格は、外材品の高値に引きずられて高止まっている。欧州材については、ロシア材の

供給不足の影響で需給のタイトな状態が当面続くと思われる。 

 

（２）その他 

  ○ 羽柄材や垂木類など、杉で代替可能なものについては是非、使用してもらいたい。 

 

  ○ 栃木県内の製材工場で生産している杉無垢材平角が大手住宅会社向けで定期採用が決まったこ

とから、国産材の抱える大径材利用の問題について突破口になると期待している。 

 

  ○ 引き続き、素材生産・再造林事業体の強化、国産材乾燥材の供給力向上や、横架材市場の獲得の

取り組みが急務と考える。 


